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提 言

本誌主幹

岸田総理は、より大きな声で
世界の秩序と安定を発信せよ

　いよいよ２０２４年（令和６年）に入ります。

　私のライフワークであるテーマ、「この国の形、この国の行方。これで良いのか日本」を

検証したいと思います。

　いま日本を取り巻く環境は揺らぎ、ロシアによるウクライナ侵攻、イスラエルとハマスの

闘いなど、中東をはじめ世界各地で戦火が続いています。

　いまこそ、こうした状況を打開するためにも日本の役割は大きいと思います。

　戦後７８年にわたって、日本は平和を維持してきました。安心・安全・安泰な日本が維持

されてきていますが、明日の保証はないのです。

　２０２３年８月１８日、米国メリーランド州にある米国大統領の別荘「キャンプ・デービッ

ド」に、日米韓の首脳が集まり、東アジアの安全保障についての会談が行われました。今後

は少なくとも年に１度は対面で会合を行うと決定しましたが、もう少し頻繁に会合が持たれ

ても良いように思います。

　そして日米韓の首脳会談自体は日本にとっても素晴らしいことなのですが、拝見していて

岸田首相の発言力が弱すぎるように感じて仕方ありませんでした。

　自由や民主主義の価値観を共有する日米韓が、平和に向けて結束することの意義はとても

大きなものです。

　いまこそ、日米韓の安全保障への協力を背景に、新たな高みへと引き上げていくことが肝

心なのです。

　東アジアの平和が世界の平和に繋がっていくことは紛れのない事実です。

　そうした課題を見るにつけ気になったのが、ロシアのウクライナへの侵攻に際しての世界

の対応の鈍さです。

　ロシアがドイツへの天然ガスのパイプラインをストップし、ヨーロッパにおけるエネル

ギー危機を引き起こしましたが、こうした「資源が武器となる」ような、卑劣で露骨なやり

方がまかり通るような事態は許しがたいことではないでしょうか。

　いまこそ、岸田総理は世界のリーダーの１人として世界を駆け、戦後築いてきた日本の安

心・安全に基づいた実証と日本の役割を発信し、対話を継続して、世界の平和と秩序・安定

に繋げていくべくその発言力を強めていかなければなりません。

　より大きな声で、世界に発信していただくことを望みます。


